
９ 剣 道 競 技 
 

 

１ 期 日       令和６年 11月 17日（日） 開会式 １０：００（受付完了９：２０、指導者会議９：３０） 

２ 会 場       富山県西部体育センター 

３ 参加資格       令和６年度日本スポーツ少年団登録団員・指導者で、市町村スポーツ少年団から推薦された

団員（小学４～６年生、中学１～３年生）・指導者であること。 

４ 参 加 区 分   

(１)団体戦 団体戦のチームが編成できる限り、小学生の参加者の中から団体戦チームを編成し、必ず出

場すること。 

             ①チーム構成の区分は、先鋒が小学校４年生の男子又は女子、次鋒及び副将が小学校５・

６年生女子、中堅及び大将が小学校５・６年生男子とする。 

             ②４年生の男子又は女子は、該当者がいない場合は次鋒から大将までの上位の学年区分に出

場してもよいが、男女の性別区分を変更して出場することはできない。５・６年生の男女

は、下位の学年(４年生)区分である先鋒に出場することはできない。 

③団体戦は、３名から参加することができる。  

④選手交代は参加者の中から行う。指導者会議までに所定の報告用紙を大会本部まで提出する

こと。指導者会議以降の選手交代は認めない。交代した選手は個人戦には出場できない。 

 (２)個人戦         

 

 

 

 

 

 

５ 競技規則       「全日本剣道連盟剣道試合・審判規則・同細則」および全日本剣道連盟の「主催大会実施にあたっ

ての感染拡大予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判

方法）」、「大会・審査会におけるマスクの着用について」に記載の試合方法による。 

６ 競技方法          

(１)全国スポーツ少年団交流大会予選 

小学生の団体戦及び中学生の個人戦は、以下の要領で１位・２位・３位を決定（３位決定戦は行わな

い）する。小学生の団体戦 1位のチームと、中学生の個人戦男女それぞれ１位の選手は、第４７回全国剣

道交流大会（大分県）へ富山県代表として出場する。 

①小学生の団体戦は、予選リーグ及び決勝トーナメント方式により順位を決し、試合は3分間３本勝負と

する。予選リーグ及び決勝トーナメントともに、時間内に勝敗が決しない場合は引き分けとする。勝者

数、本数等が同数の場合は、任意の代表選手１名により、3分間 1本勝負を行い、延長戦は 2分区切

で、延長３回で１回 3分間の休憩を取り、勝敗が決すまで繰り返す。 

②中学生の個人戦は、トーナメント方式により順位を決し、試合は 3分間３本勝負とする。ただし、時間

内に勝敗が決しない場合は、3分間 1本勝負を行い、延長戦は 2分区切で、延長３回で１回 3分間の休

憩を取り、勝敗が決すまで繰り返す。 

(２)小学生個人戦（３位決定戦は行わない。） 

①学年別(５・６年生は男女別)トーナメント方式により、１位・２位・３位を決定する。 

②試合は 2分間３本勝負とする。時間内に勝敗が決しない場合は、1分間１本勝負の延長戦を行うが、延

長戦においても勝敗が決しない場合は判定で勝敗を決する。準決勝以降の延長戦は、1分区切りで、延

長３回で１回 3分間の休憩を取り、勝敗が決すまで繰り返す。 

７ 組み合わせ抽選   団体戦及び個人戦の組み合わせについては、一般財団法人富山県剣道連盟において決定する。         

８ 参加申込期限     令和６年 10月 18日(金)必着 

９ そ の 他       参加者は、剣道具の垂中央に黒又は紺色に白字で、市町村名（横書き）と姓（縦書き）を明記 

        した布製の名札を必ず着けること。 

         団体戦オーダー表を大会当日持参し受付へ提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分 参加者数 指導者 

小学校４年生男女の部 ※参加者数は、別紙出場枠 

 数のとおり。 

※団体戦に出場する選手 

は、個人戦には出場で 

きない。 

 

 

５名以内 

（１名でも可） 

 

小学校５・６年生男子の部 

小学校５・６年生女子の部 

中学校１～３年生男子の部 

中学校１～３年生女子の部 


